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第 205 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和３年 11 月 11 日（木） 

 

２ 開催日時        令和３年 12月３日（金） 午後２時 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

 新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（14名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、石井正門、葛西澄人、神田義信、内田千秋、 

菊池弘之、富樫聰、津畑和義、本間勉、若杉玉二、脇坂三重城、高橋千洋 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

米山書記長、渡邉主査、高野主事 

新潟県農林水産部水産課 

吉田係長（調整係）、内田主査（調整係）、上村技師（資源対策係） 

 

 ５ 議 題 

（１）新潟県資源管理方針の改正について（諮問） 

 （２）まあじ及びまいわしの知事管理漁獲可能量について（諮問） 

（３）令和４年知事許可漁業許可方針について 

  ①令和４年知事許可漁業の許可の制限措置について（諮問） 

②令和４年知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

③令和４年知事許可漁業の許可の有効期間について（諮問） 

④令和４年知事許可漁業の許可等の条件について(協議) 

（４）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

（５）その他 
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６ 会議の顛末 

（14：00） 

事務局 

（渡邉） 

 

土屋会長 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

  

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

米山課長 

 

土屋会長 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

 

 

 

・定刻となりましたので、ただいまより第２０５回新潟海区漁業調整委

員会を開催します。 

・まずはじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は、14 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規程第

６条の規定により、この委員会が成立することを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第２０５回新潟海区漁業調整委員会を開会します。 

・それでは、議事に入る前に私から議事録署名人を指名させて頂いてよ

ろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、内田委員、菊池委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「新潟県資源管理方針の改正について」は知事からの諮問

事項ですので県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）について説明がありましたが、ご意見、ご質問

はありませんでしょうか。 

 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととしてよ

ろしいでしょうか。 
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一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

米山課長 

 

土屋会長 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

   

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

米山課長 

 

 

 

土屋会長 

 

内田主査 

・ 

高野主事 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えない旨、

知事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「まあじ及びまいわしの知事管理漁獲可能量について」

も知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）についての説明がありましたが、ご意見、ご質

問はありませんでしょうか。 

 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととしてよ

ろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 
・それでは議題（２）について、原案どおりとして差し支えない旨、知

事へ答申することとします。 

・続いて議題（３）「令和４年知事許可漁業許可方針について」知事か

ら諮問事項が３つあります。県から諮問をお願いします。 

 

・漁業許可に係る諮問事項について、一括上程させていただきます。 

［諮問文①～③を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・議題（３）「令和４年知事許可漁業許可方針について」諮問事項の説

明をお願いします。 

 
［資料３に基づき説明］ 
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土屋会長 

 

 

 

 

 

 

吉田係長 

 

 

 

土屋会長 

 

渡邊副会長 

 

 

 

吉田係長 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

内田主査 

 

土屋会長 

 

・ただいま、議題（３）の諮問事項について説明がありましたが、ご意

見、ご質問はありませんでしょうか。 

・私の方から一点確認させてください。現状に即して変更するとある

がどういう風に捉えればよろしいでしょうか。まず、手繰３種を例

にあげますと、「加茂湖一円」という文言が追加されています。現

状では、最初からやっていたと、それを追認するということですか。 

 

・会長のおっしゃるとおりで、実態としては加茂湖にも許可を出してお

りました。正直に申し上げると記載が抜けていたため、実態どおりに

操業区域に加えさせていただきました。 

 

・本当は初めからそういう説明がほしかったです。 

 

・一点よろしいでしょうか。申請期間を設けるとの説明があったが、例

年同じくらいの隻数が申請してきているのでしょうか。特にいか釣り

漁業についてはどうですか。 

 

・毎年、申請を受け付けているものについては、県内の許可はほぼ同じ

ような隻数になっております。今回、受け付けるものの中には増やし

たいという声が２つばかりの漁業種類でございました。年により多少

の変動がございます。また、県外のいか釣りにつきましては、やはり

全体の漁業者が減っておりますので、毎年漸減傾向にあります。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととし

てよろしいでしょうか。 

 
［異議なし］ 

 

・それでは議題（３）の諮問事項についても、原案どおりとして差し支

えない旨、知事へ答申することとします。 

・続いて議題(３)④「令和４年知事許可漁業の許可等の条件について」

知事からの協議事項です。県から説明をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題(３)④について説明がありましたが、ご意見、ご質問
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内田主査 

 

 

土屋会長 

 

内田主査 

 

 

土屋会長 

 

 

内田主査 

 

土屋会長 

 

内田主査 

 

 

土屋会長 

 

 

米山書記長 

 

土屋会長 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

はありませんでしょうか。 

・私の方から二三確認させていただきたいのですけれども、39 ページ

（１）から（６）まで訂正したとありますが、（２）の手繰３種の新

旧対照表はどこにありますか。 

 

・すみません。新旧対照表内の手繰３種の操業区域の記載が抜けており

ました。申し訳ありません。 

 

・あと、いか釣りの漁業時期の訂正箇所も見当たらないのですが。 

 

・いか釣りの漁業時期については、先ほど説明した 45 ページの別記１

号様式の上に記載してございます。 

 

・67 ページの小型いか釣り漁業の許可方針の漁業時期が変更されてい

ないようですが。 

 

・すみません。新旧対照表のとおりに変更いたします。 

 

・他のところについては大丈夫でしょうか。 

 

・55 ページのところに、「第９」とありますが「第８」の間違いですの

で修正いたします。 

 

・これについて、他の皆さんから意見等ございますでしょうか。 

・意見等ないようですが、水産課長、今後は十分に注意してください。 

 

・すみません。 

 

・この件につきましては、私もすべて見きれていませんのでまず事務局

の方でもう一度精査してください。それについて、私の方で確認して

承認するという形にしたいのですがよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それではそのような形で議題（３）④の協議事項については、取り扱

いさせていただきたいと思います。 

・続いて、議題（４）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更につい
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上村技師 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

 

土屋会長 

 

 

渡邊副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田係長 

 

 

 

 

 

 

磯谷副会長 

て」報告をお願いします。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（４）の「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更に

ついて」報告がありました。これについて、ご意見、ご質問は、あり

ませんでしょうか。 

 

・無いようでしたら、続いて議題（５）の「その他」ですが、事務局か

ら何かありますか。 

 

・一点御報告があります。 

［全漁調連要望事項について説明］ 

 

・ありがとうございました。この件について、ご意見、ご質問等はあり

ますでしょうか。 

 

・この要望事項の中にもあるが全国的に遊漁船、プレジャーボートに

ついていろいろトラブルになっております。できれば、海区漁業調

整委員会とか漁業協同組合とか漁業関係者の組織と遊漁者の組織で

協議会のようなものを作っていただきたい。ただ単に要望し合うだ

けでなくお互い海面を共有するわけであるから、トラブルを防ぐた

めに、一定のルールを作る協議会のようなものがあってしかるべき

ではないかと考えております。 

聖籠町では、漁協の皆さんとプレジャーボートの皆さんとで協議会

を作り、私が会長をして調整をしてきました。そうすることによっ

て、聖籠町の中での問題点を共有できるのではないかと思いやって

きたところです。全国的にこのような事例はありませんか。 

 

・本県におきましても海面利用協議会がそのような組織としてはあり

ます。ただ、実態としましては、10 年以上開催されていません。現

在、漁業者の方は連絡をつけられますが、プレジャーボートの方々

との連絡は実態としてはとれない状況であります。渡邊副会長から

の提案もあったことから要望があれば、海面利用協議会を再度稼働

させることで対応させていただければと思います。 

 

・各地区では、漁業者と遊漁者は意外と交流があったりしますが、そ
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土屋会長 

 

 

渡邊副会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

事務局 

（渡邉） 

土屋会長 

 

磯谷副会長 

れ以外の免許の必要ないシーカヤックなどを使用する県外の方々の

問題が遊漁者の中からも出てきております。 

我々もいろいろと対応してはいるが、話し合いをするにしてもどこ

から来ているかわからない状態です。また夜に、手こぎのシーカヤ

ックで釣りをしている人が、漁船が通って危ないという通報を海保

にしてきて、事情を聞いてみると電気をつけていなかったといった

訳のわからない釣り人がいる状況です。そういった方々の取締りに

頭を抱えている状況です。 

 

・なかなか規制の網がかからない問題であり、ただ事故が起きれば大

きな問題になると思いますがなにかありますか。 

 

・海難事故があった際、プレジャーボートの皆さんに協力を要請し、

亡骸の発見に寄与してくれたこともありました。 

立場の違い等もありますが、そういった組織があればと思います。 

ただ単に、排除するだけでなくて現実的にやってしまっていること

だから、友好的に漁業者とそういった方々で業を共有しながら、海

面の安全操業をお互いに確保していければと思います。 

 

・おっしゃるとおりで、県内だけでなく県外の方も海面で遊漁を楽し

まれている現状があります。しかし、そういった方々の組織化も困

難である状況であります。この問題については、他県の海区も気に

されている様子であります。我々の方でもミニボートの利用につい

て要望を出させていただいておりますけれども、福井海区でも同じ

ような提案があり日本海ブロックの要望書の中にもまとめて書かせ

ていただいております。なかなか、水産庁に要望するだけでは難し

いため、国交省の方にも働きかけてほしいと要望しております。遊

漁者への規制や周知は難しい状況ではありますが、このような形で

要望活動を続けて、改善を図っていければと考えております。 

 

・その他なにか県からありますでしょうか。 

 

・ありません。 

 

・委員の皆様からなにかありますでしょうか。 

 

・海面有効利用、船の老朽化、後継者問題など様々な問題が出てきてい
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土屋会長 

 

米山書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

る中で、やはり規制や法律が縛りになってしまい上手くいかない事例

が出始めてきております。今後こういった、海面の有効利用や規制緩

和を考える中で漁法や漁業種類の縛りを緩和といいますか簡素化を

図ってもらいたい所存です。 

 我々が漁業をする前からある法律も多々あるわけで、時代に則したも

のに変えていかなければならないと思いますので、今後海区漁業調整

委員会で検討していただきたいと考えておりますがどうでしょう。 

 

・漁業調整上の規制緩和という話がありましたが、何かありますか。 

 

・今年、県の方では水産振興戦略なるこれからの漁業のあり方を示す戦

略を作っているところです。この海区漁業調整委員会からも座長をは

じめ、磯谷委員には委員として出席・参加いただいているところです

けれども、やはり、その中で漁業者が減ってきていると、いかに漁場

を利用していこうか、獲れる魚は限られている中でどのように儲けて

いくのかも論点になっております。各方面から、規制緩和ですとか漁

場の有効利用の話を聞くところもありますけれど、この問題につきま

しては、一方を立てると一方が凹むといった大変難しい問題を含んで

おります。いずれにしましても、漁業者が減っていく中で、漁場をい

かに利用していくかは大切な課題だと考えております。ですので、す

ぐには変えてはいけませんが、お互いが納得できる形で調整がつく形

で変更をかけていくことが大切であると考えておりますので、また皆

さんの御協力をよろしくお願いいたします。 

 

・他に無いようでしたら、本日予定しておりました議題について審議を

終了しましたので、これにて第２０５回新潟海区漁業調整委員会は、

終了とさせて頂きます。 

 

 

終了：15:10 

 

 

 

 

 

 

 


